
沖縄県は、こどもや若者が生き生きとくらせる「誰一人取り残さないこどもまんなか

社会」の実現を目指して、県内のこどもや若者、子育てをする大人のみなさんから、アン

ケート等により意見をきき、みなさんの意見から「こどもや若者にとつて一番いいことは

何か」を考え、みなさんの意見を生かしながら「沖縄県こども
。若者計画」をつくつてい

ます。

けんとうけっか

沖縄県の検討結果をみなさんにおしらせするため
けっか

結果及びフイードバツクについて」を作りました。

児童生徒のみなさん、お友達からどの様な意見があつたのか、自分たちの意見がどのよ

うに計画に生かされているのか、「沖縄県こども。若者計画 (やさしい版)」 といつしよ

に、ぜひごらんください。
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ヽ

いけんひょうめいじっし

に資料「こども。若者等の意見表明実施

せいきくか

沖縄県こども未来部こども若者政策課
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沖縄県こども・若者計画策定に係る

こども 。若者等の意見表明
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沖縄県こども未来部

令和7年 2月

httos://www.pref.okinawa.IR.ip/kvoiku

/kosodate/1008254/1033469.html

諄壺革ことこ 筆を言Ⅲ占tェ →ぃ言
令i〔 5年 4月、すべてのことく,ど磐をとこョ分らしく戯長し しちイ`せにくらせ
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参考
『沖縄県こども 日若者計画 (やさしい版)」

※「沖縄県こども 。若者計画 (案 )」 本体については、下記のサイトに 計画 (本体)

靱
掲載 しています。 (令和7年 3 下旬に策定予定)
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れいわ ねん がつ             わかもの じぷん    せいちよう

令和 5年 4月、すべてのこどもや若者が自分うしく成長し、しあわせにくらせ
しゃかぃ             きほんほう

る社会をめざして「こども基本法と
ほうりつ

という法律ができました。
けん    おきなわ       わかもの   い  い          しやかい

そして県では、沖縄のこごもや若者が、生芭生きとくろせる社会をめざして
おきなわrすん    わかものけいかく
『沖縄県こども・若者計画書をつくります。

0鷲鷲こども柔菜島こども箸著護荼象
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し えん

〒900_8570沖縄県那覇市泉崎 1=2-2
Tこと:098～ 866-2100

おきなわけん  じでくかのう かいfよつとくひよう
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幹面のめざすものはなに?

社会のいちばんの宝である沖縄のこどもたちが生き
い             だれひ と り と   のこ
生芭と
tら
せる F穏齢懇爛圏頭腱麓爛 L轟ど輔 汗

をつくることをめざしています。

けいかく

けいん`く

計邑にはどんなことがかかれているの?
おきなわ わかもの い     しヽ

沖縄のこどもや若者みんなが生き生きとくろせる
しやかい                   おきなわけん たいせつ    かんが
社会をつくってし4く ために、沖縄県が大切にする者
ひつよう とりくみ
えや必要な取組をかしれてぃます。
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わかもの  いけん
たくさんのこどもや若者の意見を芭きながら、こご
わかもの なに

もや若者にとつて t■ちばんいいことtさ何ん`をみんな
かんが 1サいかく

で考えて、計画をつくります。

イナいんヽく

どうやって計邑をつくるの?

だれのための卦邑なの?

いつからいつまでの計邑なの?

おきなわけん わかもの  こそだ ひ と

沖縄県のこどもや若者、子育てをする人、そのまわり
けもヽかく

のおとなをふくめた、みんなの計画です。
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令琴B7年度から磐鵜鷲て畢慶までの5肇遼盛箇です。
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こどもや若者にとつて

よいことがえらtぎれる

わみヽもの

権利をもつていて大切にされる
けん つ たいセつ

すべての
わわもの

どもや着着

と   か てい  りようl,つ

仕事と家庭の両立と

所得の向上が
じつげん

実現できる

し

しょとく   こうじよう

すこやん`に成長できる
せいちょう

Jと|ぃ

意見が言える 。意見が大切

にされる

現在、そして将来も

すつとしあわせに
せいかつ

しょうらいげんざい

生活できる

社会に参加できる機会

がある

ごんな環境や地域に

生まれ育つていても

夢や希望がもてる

そた

つ`ムレきょう   ち いさ

ゆめ  さ イごう

こどもを望む人みナレながさろこびや

生きがいを感じながら、安心して

子育てができる

んヽん

そだ
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lEこどもや着者の権利を大切にします

こどもや
~右
者の権利や個性を大切にし、こどもたち自身がえらび、

き   じつげん        おうえん
決め、実現することを応援する

こどもや若者にとつてもつとも《共しれことを優先する

貧困、虐待、しnじめ、暴力などからこどもや若者をまもり、
けんり

すべてのおとなにこどもの権利をひろめていく
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2.こどもや著者の竜見や社会に参方口することを

大切にします

・サ朋輩絡ば、齋靴呼爺か虎瑣選?争こと蕊鑽しヽ
意見を言える場や機会、社会に参力8する環境をつくる

まЫ"こどもや箸ぎの審攪を箕掌にし、こども、磐どといっしょに在答を
つくつていく



3.おとなになるまでの建やからだの成長をサポートし

11レおかあさんの妊娠や出産を応援する

k労
Ⅲこども確獣ことつてポ継弘っくる
■レ
続μζ!葉
い教育
亀譜r3こ 鍮

や若者
?蕗
曾七性をの
とで長ギ

夢や希望をもつて成長し、自分らしく生きてしれける社会にする

かんきょう

4ほ どんな環境でもみんなが成長できるようサポー

“

碗"塩撃ぶ場、薯遷艶謎 してすごせる報 tする
ちいき  す ひつよう

住 "どの地域に住んでいても必要なサポートをうけられ、
こまつたときに助けを求められるようにする

貧困や困難がつづかないよう取り組む

わ か もの かんきょう

奪
ユ

5。 こどもや着者のまわりの環境をととのえていきます

金Ⅲ結婚・簿違生軍蓄てについて、さまざまな考えかたを大事にする

“

碗
>どの地域でも安心して子育てでせる環境をみんなでつくりだす

金 "tきたらく場所や給料を安定させ、仕事と家庭どちらも大切に
できるような社会にする

6,みんなでつながり、こどもや着者の成長を庭

点剪Ⅲ麟`監翼背隠∬ほぼでなく、こども醒鶏とりまくいういろ試が、)えん

みんなで協力して応援する

HEⅢ こどもまんな£社令の実勇たこどもの貧困がなくなるように
県民みんなで取り組む

せいちょう

わかもの  せいちよう  おうえ
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どた奪取組をする0?
0

く空力す猛苧数?こども・報2↑めの綿
。こどもや若者が権利の主体であることを、こども・若者自身やおとなにひろくおしらせします

。こどもや若者がそれぞれのlttl性をの1びし、汚躍できるかうにします
しよう           わかもの       かつどう          ちぃき   しぇん きょうか
。障がしれのあるこどもや若者もいつしc卜に活動できるようにし、地域での支援も3金化します

・SOSの出しかたやうけとめかたを伝え、なやんでし4るこどもや若者が相談しやすい環境をつくります

・ふだんから家族の世話などをしてしれるヤングケフラーをみつけ、支援をうけられるかうにします
こそだ          ほごしゃ しぇん       ぎゃくたい
。子育てになやんでいる保護者を支援することで、虐待をふせぜます

・施設や里親のところで生活するこどもの声をきき、おとなになる諜でサポートし諜す
せい にんしん      ただ   し                           しぇん
・性や妊娠にかんして正しく矢[lることができるc卜うにし、こまったときは支援をうけられるかうにします

0

0
たんじょうまえ さいしょうがっこう はぃ か ぞ く とりくみ

u 小学校に入るまで(設生前から6漁くらいまで)のこどもと家お兵のための取組
にんしんまえ なか そだ

・おかあさんの妊娠前からおなかの中にいるとき、また生まれて、育つてし■くときに、おかあさんもこどもも

元気でしうられるよう、お医者さんに相談したり検査をうけるなど、必要な支援をうけられるc卜うにします

。こどもの心やからだの状 況、こどものまわりの環境を考えながら、こどもにとつてよりよい保育や教育がうけ
られるかうにします

つ

0

0

く輩力挙釣・亀畿  (6濡～18踏投らい)のこどものための最績
がつこう     あんぜん あんしん       まな         ばしょ
・学校を、もつと安全に安心してす0し、学ぶことができる場所にします

。学校の校則について、生徒や保護者の意見をききながら、見直しがおこなえるJミうな活動をすすめます

・すべてのこどもや若者が、ありのままでいられ、t凸ろいろな人としれっしょに勉強や体験をしながら、安全に安心
いば しょ

してすごせる「居場所」をふやします

'しれつでも病院でみてもうえるさうにし、規則正しい生活習慣を身につけて、自分のかうだや心について正しく
し                      そうだん

知ることができるようにし、なやみを相談しやすくします
わかもの  しやかい い          ひつよう ちしき  み

。こどもや若者が、社会で生きていくために必要な知識を身につけられるかうにします

エ



はや      そうだん          ちようさ
・しれじめをふせぐt3か、いじめを早くみつけ、相談しやすくしたり、調査したりし苦す

・不登校の場合でも教育をうけられる体制をととのえます
こうこう  しどう そうだんたいせいじゆうじつ  ちゆうたい よぼう  ちゆうたい  ばあい   しごとべんきょう
。高校での指導・相談体制を充実させて中退を予防し、中退した場合でも仕事や勉強についてサポートします

0
0

(壬 鞠々 38議くらいから)の磐磐£〈Ⅲt?1評組しぇん
・お金を理由に自分のやりたしうことを諦めることがないかうに、大学などに進学するための支援をおこなtれます

・自分にあう仕事をみつけ、経験をつんでいけるかうに支援します。また、 給料 があがるようにしたり、ldiた ら芭
ゃすしれかうにしたりします
けっこん   ひと けつこん        で あ   ば         けつこんご しんせいかつ しえん
。結婚したしれ人が結婚できるさう、出会しうの場をつくつたり、結婚後の新生活を支援したりします

・なやみや不安をかかえる若者やその家族が、こまりごとを相談したり、いろし■ろなサポートがうけられるよう支援

します

0
0

咀妾与替てをしている人のための取組
・子育てや教育にかかるお金の負担がすくなくなるかうにします

・地域の中に、子育てのなやみを相談できる場所や子育てを手伝つてくれる場所をふやします

ほごしゃ     きょうつよく  しごと  こそだ                                 だんせい か じ いくじ
・保護者がともに協力して仕事と子育てをできるように、1きたらとかたをかえるとともに、男性の家事や育児への

参力Oをすすめます

・ひとりで子育てをしている家庭に、必要な支援をおこなし4ます

0
0

翌虫にどもの貧口をなくすための取組
・貧困な状況に生まれ育つても、おとなになるまで生活 声須害など塚塞格笠裟をおこない、自立できるかす議

します

・等部醒あ鍵、稼鰈鶏恐どにかり、いろいろ継継かかえるこども盤幼塞森纂t、螢菖あ
連鎖をとめます

・支援がとどいてしれないこどもや著者、その保護者を必要な支援につなげます

五



こどtⅢ着若0たうo取組t
すす働ていくうえギ
麺も発 拶

六奉おこと,マ奪に?

ます、こどもや若者とおとながt■つしょになつて社会をつくること (社会

今函)、 こどもや若者も社会の一員として声をあげること (意見表明)が

で亡、その声が社会に生かされること (意見反映)がとても大切です。

そのために、沖縄県はあらゆるこどもや若者力t盤 を硝 的
かんどょう  ぃ け ん ひょう0い   と か ぃ とヽ け ん

JH鵬丼爆・機 呻 をつくつてt■亡ます。そして、その意見を
たいせつ わかもの とりくみ  はんえい

大切にし、こどもや若者にたし■する取組へ反映させてし■亡ます。

こどもや若者の意見により、みなさんの状況や必要としていること、

おとなが気付かないあたらしい発見が、より多くのおとなに伝わり、こ

どもや若者にたいする取組がよくなつてい芭ます。

亀

窟見を段明しやすいH擁・遭見衰畷の機会と博
4a'こどもや若者が、自分の選党ゃ勇鳥ちぜ基醗七てもさい程鶏について為り、撃ぶ

頂】 こどもや若者の意見をせ菅、その意見を大切にす昏ことをおとなにも伝えていく

!“嘘
,意見を雷いにくしれこどもや若者も安心して意見が言えるホう、これぅぃぅな方法を考える

'こ どもや著者の意見をせいたり、31せだす技術をもつた人をふやす
わかもの                     わかもの かいぎ          はい

こどもや若者にモニターになつてもうう、若者に会議のメン′f― に入つてもらう

電

“

EDこどもや著者が中心となつて活動しているグループと協力し、その活動を応援する

わかもの いけん ぎじゅつひ ひ と
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・
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